
（
　
　
）
一

毛
詩
注
疏　

巻
第
十　

小
雅　

南
有
嘉
魚
篇　

譯
注
稿

                                                           

田　

中　

和　

夫

凡
例

○　

  《
毛
詩
正
義
》
本
文
は
足
利
學
校
秘
籍
叢
刊
（
汲
古
書
院
影
印
）《
毛
詩
註

》

を
底
本
と
し
た
。（
簡
稱
、
足
利
本
）

○　

  

足
利
本
の
他
、
次
の
諸
本
を
用
い
て
校
勘
を
行
っ
て
い
る
。
異
體
字
に
つ
い

て
は
必
要
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
の
み
注
記
し
、
原
則
的
に
は
校
勘
を
行
わ

な
い
。

　

①　

宋　

  

槧
本
《
毛
詩
正
義
》（
巻
八
至
巻
二
四
）
東
方
文
化
叢
書
、影
印
本
（
簡

稱
、
單
疏
本
）

　

②　

元　

  

中
國
國
家
圖
書
館
藏
《
毛
詩
註
疏
》
元
刻
明
修
本
。
中
國
國
家
圖
書

館
藏
本
、「
中
華
再
造
善
本
」
北
京
圖
書
館
出
版
社
影
印
。（
簡
稱
、

元
刊
本
）

　

③　

明　

嘉
靖
年
間
刊
《
毛
詩
注
疏
》
内
閣
文
庫
藏
（
簡
称
、
閩
本
）

　

④　

明　

萬
歴
十
四
年　

北
京
國
子
監
刊
《
十
三
經
註
疏
》
本
（
簡
称
、監
本
）

　

⑤　

明　

毛
氏
汲
古
閣
刊
《
十
三
經
注
疏
》
本
（
簡
称
、
毛
本
）

　

⑥　

清　

  

乾
隆
四
年
武
英
殿
校
刊
、乾
隆
十
三
年
重
刻
《
十
三
經
注
疏
》
本
（
簡

称
、
殿
本
）

　

⑦　

清　

文
淵
閣
四
庫
全
書
《
毛
詩
注
疏
》
本
（
簡
称
、
全
書
本
）

　

⑧　

清　

  

嘉
慶
二
十
年
南
昌
府
學
開
雕
阮
校
勘
《
十
三
經
注
疏
》
本
（
簡
称
、

阮
本
）

　

⑨　

宋　

  

宋
人
魏
了
翁
《
毛
詩
要
義
》、
日
本
天
理
大
学
圖
書
館
所
藏
宋
淳
祐

十
二
年
徽
州
刻
本
（『
域
外
漢
籍
珍
本
文
庫
』、
西
南
師
範
大
学
出
版

社
・
人
民
出
版
社
影
印
。
簡
称
、
徽
州
本
）。
更
に
光
緒
丙
戌
江
蘇

書
局
開
雕
を
用
い
た
（
簡
称
、
光
緖
本
）。

　

文
章
の
意
味
を
取
る
上
で
必
要
と
思
わ
れ
る
部
分
は
適
宜
括
弧
を
つ
け
て
内
容

を
補
っ
た
。

毛
詩
注
疏　

巻
第
十
（
注
一
）　

小
雅　

南
有
嘉
魚
篇

南
有
嘉
魚
之
什
詁
訓
傳
第
十
七

　
　

毛
詩
小
雅　

鄭
氏
箋　

孔
穎
達
疏

注
　
（
１
）　

  

巻
第
十　

足
利
本
・
元
刊
本
、「
毛
詩
註

）」
巻
第
十
・
阮
本
で
は
毛

詩
注
疏
巻
第
十
。單
疏
本
は
毛
詩
正
義　

巻
第
十
六
。全
書
本
で
は
、「
毛

詩
注
疏　

巻
第
十
七
」           

「
南
有
嘉
魚
」
樂
與
賢
也
。
太
平
之
君
子
、
至
誠
、
樂
與
賢
者
共
之
也
。

　
「
南
有
嘉
魚
」
は
賢
と
與と
も

に
す
る
を
楽
し
む
な
り
。
太
平
の
君
子
、
至
誠
に
し

て
賢
者
と
之
を
共
に
す
る
を
楽
し
む
な
り
。
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（
　
　
）
二

　
「
南
有
嘉
魚
」
の
詩
は
（
已
に
位
に
在
る
君
子
が
、
在
野
の
賢
者
を
朝
廷
に
招

い
て
、
共
に
朝
政
を
担
う
こ
と
が
で
き
、）
楽
し
く
燕
飲
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら

と
願
っ
て
作
ら
れ
た
詩
で
あ
る
。（
周
王
朝
初
期
の
周
公
・
成
王
の
）太
平
な
時
代
、

（
已
に
位
に
在
る
）
君
子
は
、
真
心
込
め
て
、（
在
野
の
賢
者
を
朝
廷
に
招
き
入
れ

て
、）
朝
政
を
共
に
に
な
う
こ
と
が
で
き
た
ら
と
、
願
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
鄭
氏
箋
）
樂
得
賢
者
、
與
共
立
於
朝
、
相
燕
樂
（
注
１
）
也
。

　

鄭
箋
：
賢
者
を
得
て
、
與
に
共
に
朝
ち
よ
うに
立
ち
、
相
燕え
ん
ら
く楽
す
る
を
楽
し
む
な
り
。

　

鄭
箋
：（
既
に
位
に
在
る
君
子
が
、
在
野
の
）
賢
徳
有
る
者
を
（
朝
廷
に
）
招

い
て
、
共
に
朝
廷
の　

列
位
に
立
ち
、
酒
宴
を
催
し
歓
び
を
共
に
す
る
こ
と
を
願

う
。

注
　
（
１
）　

燕
樂　
『
經
典
釋
文
』
に
「
音
洛
、
下
注
同
。」
と
あ
る
。

 

□疏
　
南
有
嘉
魚
四
章
四
句
至
共
之

○
正
義
曰
、
作
「
南
有
嘉
魚
」
之
詩
者
、
言
樂
與
（
注
１
）
賢
也
。
當
周
公
・
成

王
太
平
（
校
１
）
之
時
、
君
子
之
人
、
已
在
位
有
職
禄
、
皆
有
至
誠
篤
實
之
心
、

樂
與
在
野
有
賢
德
者
、
共
立
於
朝
（
注
２
）
而
有
之
、
願
倶
得
禄
位
、
共
相
燕
樂
、

是
樂
與
賢
也
。
經
四
章
皆
是
樂
與
賢
者
之
事
。

校
正

　
（
１
）　

  

太
平　

足
利
本
・
單
疏
本
・
元
刊
本
・
閩
本
・
毛
本
・
殿
本
・
阮
本
、「
太

平
」
に
作
る
。
監
本
、「
大
平
」
に
作
る
。『
經
典
釋
文
』
に
「
大
平
、

音
泰
。
後
大
平
皆
同
。」『
釋
文
』
の
基
づ
い
た
テ
キ
ス
ト
は
「
大
平
」

で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

注
　
（
１
）　

樂
與　
『
經
典
釋
文
』
に
「
音
洛
、
又
音
岳
。
徐
、
五
教
反
。
序
文
同
」

　
（
２
）　

於
朝　
『
經
典
釋
文
』
に
「
朝
、
直
遥
反
。
下
注
同
」
と
あ
る
。

□疏
「
南
有
嘉
魚
」
四
章
、
章
ご
と
に
四
句
よ
り
共
之
ま
で　
　

○
正
義
：「
南
有
嘉
魚
」
の
詩
を
作
っ
た
の
は
、「
樂
與
賢
（
賢
者
と
與
に
す
る
を

楽
し
む
）」
を
言
わ
ん
と
し
た
た
め
で
あ
る
。
周
公
・
成
王
の
太
平
の
時
代
、
君

子
で
あ
る
人
は
、
已
に
位
に
就
い
て
い
て
職
禄
を
有
し
て
お
り
、
皆
至
誠
篤
実
の

心
を
懐
い
て
い
る
。
彼
等
は
（
ま
だ
禄
位
を
得
て
い
な
い
）
在
野
の
賢
德
有
る
者

と
共
に
朝
廷
に
立
っ
て
（
朝
政
を
）
担
っ
て
い
き
た
い
と
楽ね
が

い
、
自
分
た
ち
と
同

じ
よ
う
に
そ
の
人
達
も
禄
位
を
得
て
、
彼
等
と
共
に
相
宴
楽
し
た
い
も
の
と
願
っ

て
い
る
。
と
い
う
の
が
「
樂
與
賢
也
（
賢
と
與
に
す
る
を
樂
し
む
）」
と
い
う
こ

と
で
あ
る
（『
經
典
釋
文
』
の
音
注
は
、「
樂
」
に
楽
し
む
の
意
と
、
宴
樂
の
意
味

と
の
両
用
の
意
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
か
）。
経
文
の
四
章
、
す
べ
て
こ

の
「
樂
與
賢
者
」
の
事
を
う
た
っ
て
い
る
。

﹇
第
一
章
﹈

南
有
嘉
魚　

  

南
に
嘉
魚
有
り    　

南
方
の
河
に
は
た
く
さ
ん
の
魚
が
い
る

烝
然
罩
罩　
烝  

然
と
し
て
罩
罩  

人
々
は
待
ち
か
ね
た
か
の
よ
う
に
何
度
も
捕

獲
の
籠
を
か
け
る

　
（
毛
傳
）
江
漢
之
間
、
魚
所
産
也
。
罩
罩
、

也
。

　

箋
云
、
烝
、
塵
也
。
塵
然
猶
言
久
如
也
。
言
南
方
水
中
有
善
魚
、
人
將
久
如
而
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（
　
　
）
三

倶
罩
之
、
遲
之
也
。
喩
天
下
有
賢
者
、
在
位
之
人
、
將
久
如
而
並
求
、
致
之
於
朝
、

亦
遲
之
也
。
遲
之
者
、
謂
至
誠
也
。

　

毛
傳 
： 
長
江
、漢
水
一
帯
は
魚
の
産
地
で
あ
る
。
罩
罩
は

（
注
１
）
で
あ
る
。

　

鄭
箋
：
烝
は
塵
の
こ
と
。
塵
然
と
は
久
如
と
い
う
意
に
近
い
（
注
２
）。
句

意 

：「
南
方
の
河
に
は
良
い
魚
が
た
く
さ
ん
い
る
。
人
々
は
久
如
と
し
て
待
ち
か

ね
た
よ
う
に
、
倶
に
魚
獲
籠
で
と
ろ
う
と
し
て
、
こ
れ
を
待
ち
か
ま
え
る
」。
天

下
に
賢
者
あ
れ
ば
、
已
に
位
に
在
る
人
々
は
久
如
と
し
て
待
ち
か
ね
た
か
の
よ
う

に
こ
れ
を
捜
し
求
め
、
そ
の
賢
者
を
朝
廷
に
仕
え
さ
せ
よ
う
と
し
、
大
い
に
こ
れ

を
遲ま

つ
﹇
待
ち
望
む
﹈。

　
「
遲
之
」
と
は
至
誠
の
心
で
﹇
真
心
を
尽
く
し
て
﹈
こ
れ
を
待
つ
、
と
い
う
意

味
で
あ
る
。

注
　
（
１
）　

  

罩
罩　
『
經
典
釋
文
』
に
「
張
教
反
。﹇
チ
ョ
ウ
﹈
徐
又
都
學
反
﹇
タ
ク
﹈。

也
。『
字
林
』、
竹
卓
反
﹇
チ
ャ
ク
﹈。
云
捕
魚
器
也
」
と
あ
る
。『
康

煕
字
典
』
は
『
廣
韻
』
を
引
い
て
、
都
教
切
と
す
る
。
現
代
の
通
音
は

ト
ウ
。
ま
た
、

は
『
經
典
釋
文
』
に
「
助
角
反
。
郭
﹇
璞
﹈
云
、
捕

魚
籠
也
。
沈
音
穫
、
又
音
護
。
説
其
形
非
罩
也
」
と
あ
る
。
魚
を
取
る

籠
、こ
こ
は
動
詞
の
用
法
。
籠
を
設し
つ
らえ
る
。「
罩
罩
、
也
」
と
あ
る
が
、

「
罩
、

也
」
の
意
味
。
た
だ
し
、
名
詞
で
は
な
く
、
動
詞
と
し
て
の

用
法
。

　
（
２
）　

  

烝
然　
『
經
典
釋
文
』
に
は
「
之
承
反
﹇
ジ
ョ
ウ
﹈。
鄭
、
塵
也
。
王
、

衆
也
」
と
あ
り
、
鄭
玄
が
塵
と
と
る
説
﹇
鄭
玄
は
、
塵
然
は
猶
ほ
久
如
、

と
い
う
の
で
、
塵
は
久
し
い
の
意
味
と
と
っ
て
い
る
﹈
を
挙
げ
る
と
と

も
に
、
烝
を
衆お
お

い
、
従
っ
て
烝
然
を
多
い
貌
、
と
と
る
王
（
肅
）
説
を

も
挙
げ
て
い
る
。

君
子
有
酒　

  

君
子
に
酒
有
り　

 

君
子
の
家
に
は
お
酒
が
た
く
さ
ん
あ
る

嘉
賓
式
燕
以
樂　
嘉  

賓
は
式も
つ
て
燕
し
以
て
楽
し
ま
し
む    

在
野
の
賢
者
﹇
嘉

賓
﹈
に
こ
の
美
酒
を
ふ
る
ま
い
、
彼
等
と
燕
飲
し
、
歓

楽
を
尽
く
し
た
い

　

箋
云
、
君
子
斥
時
在
位
者
也
。
式
用
也
。
用
酒
與
賢
者
燕
飲
而
樂
也
。

　

鄭
箋
：
君
子
と
は
当
時
、
位
﹇
高
官
﹈
に
在
っ
た
者
。
式
は
用
﹇
用
い
る
﹈
の

意
で
あ
る
。
酒
を
用
意
し
て
賢
者
と
燕
飲
し
て
楽
し
む
こ
と
。

□疏 

　
南
有
至
樂
（
校
１
）

○
正
義
曰
、
言
南
方
江
漢
之
間
有
善
魚
、
人
將
久
如
倶
往
、
罩
而
罩
。
此
善
魚
者

人
之
所
欲
、
已
自
將
罩
以
求
之
、
則
思
遲
此
魚
、
皆
欲
得
之
矣
。
以
興
在
野
天
下

之
處
有
賢
者
、
時
在
朝
君
子
、
久
如
並
各
樂
而
求
之
、
有
至
誠
之
心
。
思
遲
此
賢

者
、
欲
致
之
於
朝
（
校
２
）、
猶
罩
者
之
願
魚
也
。
君
子
既
至
誠
如
此
、
遂
得
賢

者
共
立
於
朝
。
君
子
之
家
有
酒
矣
。
在
野
賢
者
嘉
善
之
賓
、
既
至
用
此
酒
、
與
之

燕
飲
、
以
復
歡
樂
耳
。
心
遲
其
來
、
至
即
嘉
樂
。
是
至
誠
樂
與
賢
也
。

校
正

　
（
１
）　

  

南
有
至
樂　

單
疏
本
、「
南
有
至
以
樂
」
に
作
る
。
足
利
本
・
元
刊
本
・

閩
本
・
監
本
・
毛
本
・
阮
本
、「
南
有
至
樂
」
に
作
る
（
殿
本
・
全
書

本
は
標
起
止
﹇
標
題
﹈
な
し
）。

　
（
２
）　

  

欲
置
之
於
朝　

單
疏
本
・
元
刊
本
・
閩
本
・
監
本
・
毛
本
・
殿
本
、「
欲
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（
　
　
）
四

致0

之
於
朝
」
に
作
る
。
足
利
本
・
阮
本
、「
欲
置0

之
於
朝
」
に
作
る
。

阮
元
「
挍
勘
記
」
に
「
閩
本
・
明
監
本
・
毛
本
、
置
作
致
。
案
所
改
是

也
」
と
あ
る
。「
致
」
に
作
る
方
が
、
よ
り
適
切
で
あ
ろ
う
。

□疏　
南
有
よ
り
楽
に
至
る
ま
で

○
正
義
：﹇
こ
の
章
句
の
句
意
﹈
南
方
、
江
漢
の
間
﹇
長
江
、
漢
水
の
間
﹈
に
は

善
い
魚
が
た
く
さ
ん
い
る
。
人
々
は
久
如
と
し
て
共
に
往
き
、
魚
か
ご
を
か
け
、

魚
か
ご
を
か
け
る
（
注
１
）。
こ
の
善
い
魚
は
皆
が
手
に
入
れ
た
い
と
願
う
も
の

で
あ
り
、
私
自
ら
か
ご
網
を
用
い
て
こ
れ
を
取
ろ
う
と
す
る
の
は
、
是
非
こ
の
魚

を
ほ
し
い
と
待
ち
望
み
（
注
２
）、
皆
が
こ
の
魚
を
手
に
入
れ
た
い
と
願
う
か
ら

で
あ
る
。

　

と
言
っ
て
、「
野
に
在
る
天
下
す
べ
て
の
賢
者
た
ち
を
、
時
に
朝
廷
に
在
る
君

子
達
は
久
如
と
し
て
、
待
ち
望
み
、
み
な
そ
れ
ぞ
れ
好
ん
で
積
極
的
に
彼
等
を
求

め
、
至
誠
の
心
を
も
っ
て
賢
者
（
の
来
る
の
）
を
待
ち
望
ん
で
い
る
。」
と
い
う

こ
と
を
言
い
興
し
て
い
る
。

　

在
位
の
君
子
が
（
こ
の
在
野
の
）
賢
者
た
ち
を
待
ち
望
み
、
彼
ら
を
朝
廷
に
置

き
た
い
と
思
う
の
は
、
ち
ょ
う
ど
魚
籠
で
魚
を
取
る
者
が
魚
を
た
く
さ
ん
手
に
入

れ
た
い
と
願
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
在
官
の
君
子
が
こ
の
よ
う
に
至
誠
を
も
っ

て
迎
え
よ
う
と
し
た
の
で
、
首
尾
良
く
賢
者
た
ち
を
迎
え
て
、
彼
等
と
共
に
朝
廷

に
立
つ
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
君
子
の
家
に
は
お
酒
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
在
野
の

賢
者
は
君
子
の
嘉
い
お
客
様
。
彼
等
が
や
っ
て
来
て
く
れ
た
の
で
、
こ
の
美
酒
を

ふ
る
ま
っ
て
彼
等
と
燕
飲
し
、
歓
楽
を
尽
く
す
の
で
あ
る
。
心
に
賢
者
の
来
る
の

を
待
ち
望
み
、
賢
者
が
来
れ
ば
彼
等
を
歓
待
し
楽
し
ま
せ
る
。
こ
れ
が
、
序
文
の

「
至
誠
、
樂
與
賢
（
至
誠
も
て
ま
ち
、
賢
と
與
に
﹇
す
る
を
﹈
楽
し
む
）」
の
意
味

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

注
　
（
１
）　

  

魚
か
ご
を
か
け
、
魚
か
ご
を
か
け
る　

こ
の
前
後
の
文
章
、
句
切
り
方

に
異
説
が
あ
る
。原
文「
人
將
久
如
倶
往
罩
而
罩
此
善
魚
者
人
之
所
欲
」、

ど
こ
で
句
切
る
か
の
問
題
で
あ
る
が
、
下
の
正
義
に
、「
重
云
罩
罩
非

一
也
」、「
重
言
罩
罩
、
衆
自
明
矣
」
と
云
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
罩

而
罩
」
で
切
れ
る
も
の
と
し
た
。

　
　
　
　

  　
『
儒
藏
』
經
部
詩
類
『
毛
詩
注
疏
』
で
は
、「
人
將
久
如
倶
往
罩
。
而

罩
此
善
魚
者
，
人
之
所
欲
。」
と
句
切
っ
て
い
る
。
國
立
編
譯
館
『
毛

詩
正
義
』
で
は
「
人
將
久
如
倶
往
罩
。
而
罩
此
善
魚
者
，
人
之
所
欲
，」

と
す
る
。
両
者
ほ
ぼ
同
じ
（
後
の
つ
な
が
り
が
や
や
異
な
る
よ
う
で
あ

る
が
）。「
人
將
久
如
倶
往
罩
。
而
罩
此
善
魚
者
、人
之
所
欲
」
は
「
人
、

將
に
久き
ゆ
う
じ
よ如と

し
て
倶
に
往
き
罩
せ
ん
と
す
。
而
ち
此
の
善
魚
を
罩
す
る

は
、人
の
欲
す
る
所
な
り
」と
読
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
。「
人
之
所
欲
」

の
主
語
が
「
罩
此
善
魚
者
」
と
な
る
の
は
、不
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
（
２
）　

  

ほ
し
い
と
待
ち
望
み　

原
文
「
思
遲

0

0

此
魚
」。 

こ
の
遲
に
つ
い
て
、『
後

漢
書
』
章
帝
紀
に
「
朕
思
遲
直
士
、
側
席
異
聞
。」
の
李
賢
注
に
「
遲
、

猶
希
望
也
」
と
あ
る
。

                                                     
○
傳
江
漢
至

也

○
正
義
曰
、
言
南
、
知
江
漢
間
者
、
以
言
善
魚
南
方
魚
之
善
者
莫
善
於
江
漢
之
間
、

且
言
善
魚
者
、
謂
大
而
衆
多
、
多
大
之
魚
、
必
在
大
水
。
南
方
大
水
、
唯
江
漢
耳
。

　

必
取
善
魚
者
、
以
喩
賢
者
之
有
善
德
也
。
此
實
興
、
不
云
興
也
、
傳
文
略
、
三
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（
　
　
）
五

章
一
云
、
興
也
。
擧
中
、
明
此
上
下
、
足
知
魚
鵻
皆
興
也
。

　

釋
器
云
、「

謂
之
罩
。」
李
巡
曰
、「

編
細
竹
以
爲
罩
、
捕
魚
也
。」
孫
炎
曰
、

「
今
楚

也
。」
郭
璞
曰
、「
今
魚
罩
。」
然
則
罩
以
竹
爲
之
、
無
竹
則
以
荊
、
故
謂

之
楚

。

　

重
云
罩
罩
、
非
一
也
。

○
正
義 

： 「
南
」
と
だ
け
あ
る
の
に
、そ
れ
が
「
江
漢
の
間
（
長
江
と
漢
水
の
間
）」

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
の
は
、善
魚
で
、南
方
の
善
魚
と
い
え
ば
、江
漢
の
間
（
に

と
れ
る
も
の
）
よ
り
良
い
も
の
は
な
い
。
し
か
も
善
魚
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
そ

の
魚
は
大
き
く
て
し
か
も
た
く
さ
ん
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
大

き
な
魚
は
大
河
に
し
か
い
な
い
。
南
方
の
大
河
と
い
え
ば
、
た
だ
長
江
・
漢
水
に

限
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
（
こ
の
句
で
）
善
魚
（
詩
の
「
嘉
魚
」）
の
語
を
用
い
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、

こ
れ
を
善
德
あ
る
賢
者
に
喩
え
る
た
め
で
あ
る
。
こ
こ
の
と
こ
ろ
は
実
際
は「
興
」

で
あ
る
の
に
、（
毛
傳
で
）「
興
」
と
云
っ
て
い
な
い
の
は
、
毛
傳
の
文
章
が
質
略

﹇
簡
略
﹈
で
あ
る
か
ら
で
、
三
章
に
の
み
「
興
な
り
」
と
云
っ
て
い
る
。（
こ
の
よ

う
に
四
章
立
て
の
詩
句
の
）
中
間
に
「
興
」
と
提
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
ら

か
に
、
こ
の
上
下
（
の
章
の
）「
魚
」「
鵻
」
も
「
興
」
で
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
（
注
１
）。

　
『
爾
雅
』「
釋
器
」
に
「

謂
之
罩
（「

、
か
く

﹇
又
音
、
ゴ
﹈
之
を
罩
と
謂
ふ
」）」

と
あ
る
。
李
巡
は
「

と
は
細
い
竹
を
編
ん
で
罩
を
爲
る
、
魚
を
取
る
か
ご
」
と

い
う
。
孫
炎
は
「
今
の
楚

で
あ
る
」
と
い
う
。
郭
璞
は
「
今
の
魚
罩
」
と
い
う
。

だ
と
す
れ
ば
、
罩
は
竹
で
も
っ
て
作
り
、
竹
が
な
け
れ
ば
、
荊
で
も
っ
て
作
る
の

で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
れ
を
楚

と
謂
う
の
で
あ
る
。

　

罩
罩
と
重
ね
た
の
は
、
そ
の
動
作
が
一
度
だ
け
で
は
な
い
事
﹇「
罩
而
又
罩
」

と
い
う
こ
と
﹈
を
意
味
し
て
い
る
（
注
２
）。

注
　
（
１
）　

  

こ
の
上
下
（
の
章
の
）「
魚
」「
鵻
」
も
「
興
」  

こ
の
毛
傳
で
は
三
章

と
も
興
体
で
あ
る
と
み
な
す
正
義
の
解
釋
に
つ
い
て
、
李
庶
常
は
「
傳

于
三
章
始
言
興
、
則
後
二
章
是
興
、
而
前
二
章
爲
賦
」
と
言
い
、
続
け

て
「
序
言
太
平
君
子
至
誠
、
樂
與
賢
者
共
之
。
毛
意
蓋
謂
君
子
思
魚
御

賓
、
相
與
燕
樂
也
。
傳
云
、
江
漢
之
間
、
魚
所
産
也
。
罩
罩

也
。
似

不
見
有
至
誠
意
。
然
『
文
選
』
潘
安
仁
〈
西
征
賦
〉
云
、『
紅
鮮
紛
其

初
載
、
賓
旅
竦
而
遲
御
（
紅
鮮
紛
と
し
て
其
れ
初
め
て
載も
う

け
ら
れ
﹇
設

け
ら
れ
﹈、
賓
旅
竦つ
つ
しみ
て
御
を
遲ま

つ
）』
李
善
註
毛
萇
『
詩
傳
』
曰
、『
南

方
有
魚
、
遲
之
也
。』
是
唐
初
本
首
有
此
二
句
。
言
君
子
思
待
此
魚
、

以
燕
嘉
賓
、
至
誠
如
是
。
傳
箋
意
別
。
正
義
以
箋
述
之
誤
也
。」（『
毛

詩
紬
義
』）
と
、
唐
代
初
め
の
毛
傳
に
は
「
江
漢
之
間
、
魚
所
産
也
。

罩
罩

也
」
の
前
に
「
南
方
有
魚
、
遲
之
也
。」
の
句
が
あ
っ
た
こ
と
、

そ
し
て
毛
傳
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
君
子
が
こ
の
魚
を
手
に
入
れ
て

賓
客
を
御も
て
な

し
、
相
共
に
宴
樂
し
よ
う
と
思
い
待
つ
﹇
願
う
﹈、
こ
の
よ

う
に
も
賓
客
に
真
心
を
つ
く
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
と
言

う
。
毛
傳
と
鄭
箋
の
解
釋
は
異
な
っ
て
い
る
。

　
（
２
）　

  

罩
罩
〜　

原
文
「
重
云
罩
罩
、
非
一
也
」。
こ
れ
は
罩
す
と
い
う
動
作
・

事
柄
が
一
度
で
は
な
い
、
何
度
も
罩
す
る
、「
罩
而
又
罩
（
罩
し
又
た

罩
す
）」
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。「
罩
罩
、
取
之
不
已
也
。」（
范
氏
説

『
呂
氏
家
塾
讀
詩
記
』
所
引
）。「
嘉
魚
羣
然
入
網
、
罩
之
又
罩
、
取
之
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（
　
　
）
六

不
竭
」（『
呂
氏
家
塾
讀
詩
記
』）
等
、
同
じ
方
向
の
意
味
。

　
　
　
　

  　

以
下
の
正
義
に
よ
る
鄭
箋
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
魚
を
求
め
る
人
が
多

い
、
ま
た
そ
の
譬
喩
で
あ
る
（
在
野
の
賢
者
を
求
め
る
）
在
位
の
人
が

多
い
、
た
く
さ
ん
の
人
が
罩
す
る
（
あ
る
人
が
罩
し
、
ま
た
あ
る
人
が

罩
す
）、
こ
と
と
取
っ
て
い
る
。
そ
の
場
合
、「
非
一
也
」
と
は
、
一
人

だ
け
で
な
く
、
あ
ち
ら
の
人
も
こ
ち
ら
の
人
も
、
と
い
っ
た
意
味
と
と

る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
　
　
　

  　

ま
た
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
王
安
石
は
陸
農
師
の
説
「
太
平
之
君

子
至
誠
樂
與
賢
者
共
之
、
而
所
以
求
者
上
籠
之
如
罩
、
下
撩
之
如
汕
、

至
誠
之
道
也
。
淮
南
子
曰
：『
罩
者
抑
之
、
罾
者
擧
之
。
爲
之
雖
異
、

得
魚
一
也
。』」
を
引
い
て
、「
觀
此
、
則
知
詩
人
先
言
罩
、
後
言
汕
者
、

以
見
其
求
賢
無
方
也
。」
と
い
う
（『
詩
義
鉤
沉
』
中
華
書
局
、

一
九
八
二
年
刊
）。
陸
佃
（
農
師
）
は
王
安
石
の
学
生
。
陸
佃
の
説
は

ほ
ぼ
同
文
が
『
呂
氏
家
塾
讀
詩
記
』（
四
部
叢
刊
）
に
も
引
用
さ
れ
て

い
る
。
罩
は
上
か
ら
籠
を
か
ぶ
せ
て
魚
を
捕
る
こ
と
、
汕
と
は
下
か
ら

す
く
い
上
げ
る
よ
う
に
し
て
魚
を
捕
る
こ
と
。
詩
に
先
に
罩
と
言
い
、

後
に
汕
と
言
う
の
は
、
そ
の
両
方
の
捕
獲
法
を
用
い
る
よ
う
に
、
様
々

な
方
法
で
賢
者
を
求
め
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
す
る
。

○
箋
烝
塵
至
至
誠

○
正
義
曰
、「
烝
、
塵
」、「
釋
言
」
文
。「
釋
詁
」
云
、「
塵
、
久
也
。」
鄭
欲
烝
爲

久
、
故
言
「
烝
、
塵
」
也
。
又
云
、
塵
然
猶
言
久
如
。
是
以
塵
爲
久
、
然
爲
如
也

（
校
１
）。
不
言
烝
爲
衆
者
、
以
此
罩
魚
喩
求
賢
、
久
如
欲
往
罩
之
、
是
欲
魚
之
甚
。

以
興
君
子
久
如
欲
求
賢
爲
思
遲
之
極
、
若
以
爲
衆
、
止
見
求
魚
之
多
（
校
２
）、

無
關
思
遲
之
義
、
則
於
至
誠
之
事
不
顯
。
故
云
、「
遲
之
謂
至
誠
也
」。
重
言
罩
罩
、

衆
自
明
矣
。
不
假
復
言
衆
也
。
故
云
、「
人
將
倶
往
」、
是
衆
可
知
。
喩
天
下
有
賢
、

在
位
之
人
、
久
如
並
求
之
、
斯
即
在
朝
之
君
子
、
衆
皆
求
賢
。
其
「
並
」
與
「
倶
」

皆
出
『
經
』
重
「
罩
」
而
求
也
。

校
正

　
（
１
）　

  

塵
然
猶
言
久
如
。
是
以
塵
爲
久
、
然
爲
如
也　

足
利
本
・
元
刊
本
・
閩

本
・
監
本
・
毛
本
・
殿
本
・
阮
本
、「
塵
然
猶
言
久
然
爲
如
也
」
に
作
る
。

單
疏
本
・『
要
義
』（
徽
州
本
・
光
緒
本
）、「
塵
然
猶
言
久
如
。
是
以
塵

爲
久
、
然
爲
如
也
」
に
作
る
。
阮
元
「
毛
詩
挍
勘
記
」
に
「
案
久
下
當

脱
〈
如
塵
爲
久
〉
凡
四
字
。
以
久
字
複
出
而
誤
也
」
と
い
う
。
單
疏
本

等
に
「
塵
然
猶
言
久
如
。
是
以
塵
爲
久
、
然
爲
如
也
」
と
あ
る
の
に
従

う
。

　
（
２
）　

  

止
見
求
魚
之
多　

單
疏
本
・
閩
本
・
監
本
・
毛
本
・
阮
本
・
殿
本
・
全

書
本
、「
止
見
求
魚
之
多
」
に
作
る
。
足
利
本
・
元
刊
本
、「
上
見
求
魚

之
多
」
に
作
る
。
阮
元
「
挍
勘
記
」
に
「
閩
本
・
明
監
本
・
毛
本
、
上

作
止
。
案
所
改
是
也
」
と
い
う
。「
止
」
に
作
る
の
が
妥
當
。

○
鄭
箋
の
烝
塵
よ
り
至
誠
ま
で

○
正
義 

： 「
烝
は
塵
」
と
い
う
の
は
『
爾
雅
』「
釋
言
」
の
文
。「
釋
詁
」
に
は
、「
塵

は
久
な
り
」
と
あ
る
（
注
１
）。
鄭
玄
は
烝
を
久
の
意
味
に
取
ろ
う
と
し
た
の
で
、

（
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
）「
烝
は
塵
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
「
塵
然
は
猶
ほ

久
如
と
言
ふ
が
ご
と
し
」
と
云
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
塵
」
を
「
久
」
と
取
り
、

「
然
」
を
「
如
」（
の
用
法
）
と
取
っ
て
い
る
。
烝
を
衆
（
多
い
）
の
意
と
し
て
い
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（
　
　
）
七

な
い
の
は
、
こ
の
「
魚
を
罩と

う

す
﹇
竹
で
編
ん
だ
か
ご
で
と
る
﹈」
と
い
う
こ
と
を

賢
者
を
求
め
る
こ
と
に
喩
え
、
久
如
と
し
て
心
待
ち
に
し
て
（
魚
を
捕
り
に
）
往

き
籠
網
を
か
け
よ
う
と
す
る
と
い
う
の
は
、
必
死
に
魚
を
求
め
よ
う
と
す
る
こ
と

と
取
る
か
ら
で
あ
る
。
君
子
が
久
如
と
し
て
賢
者
を
求
め
よ
う
と
し
て
思
い
待
つ

こ
と
の
極
み
で
あ
る
こ
と
を
言
い
起
こ
し
て
い
る
と
す
る
爲
で
あ
る
。も
し
、「
烝
」

を
「
衆
（
多
い
）」
の
意
味
に
と
れ
ば
、
た
だ
魚
を
捕
ろ
う
と
す
る
﹇
人
﹈
が
多

い
と
い
う
こ
と
を
表
す
だ
け
で
、「
思
遲
」の
意
味
と
関
係
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

つ
ま
り
、「
至
誠
」
の
こ
と
が
は
っ
き
り
と
表
れ
な
い
。
だ
か
ら
、「
之
を
遲
す
る

と
は
至
誠
を
謂
ふ
な
り
」
と
云
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
（
詩
に
）「
罩
罩
」
と
重
ね
て
言
っ
て
い
る
の
で
、（
人
が
）「
衆
（
多
い
）」
こ

と
は
自
ず
か
ら
明
か
で
あ
る
。
な
の
で
、
更
に
「
衆
（
多
い
）」
と
言
う
こ
と
を

よ
し
と
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、「
人
將
倶0

往
（
人
、
將
に
倶
に
往

か
ん
と
し
：﹇
在
位
の
﹈
人
々
は
皆
共
に
往
こ
う
と
し
て
〜
）」
と
い
っ
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
（
人
が
）「
衆
い
」
の
で
あ
る
こ
と
は
自
ず
か
ら
知
ら
れ
る
。
こ
れ
は

天
下
の
賢
者
を
、
今
在
位
の
人
々
が
久
如
と
し
て
求
め
（「
在
位
之
人
久
如
、
並0

求
之
（
在
位
の
人
久
如
と
し
て
並
に
之
を
求
め
）」）
る
こ
と
を
喩
え
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
朝
廷
に
在
る
君
子
達
が
衆
く
皆
（
野
に
在
る
）
天
下
の
賢
德
有
る
者
を

求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
（
鄭
箋
の
）「
並
」
と
「
倶
」
と
は
、
ど
ち
ら
も

經
文
が
「
罩
罩
」
と
罩
を
重
ね
て
い
る
（「
罩と
う

し
罩と
う

し
」）
こ
と
か
ら
求
め
ら
れ
、

出
て
き
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

注
　
（
１
）　

  『
爾
雅
』  

「
釋
詁
」
に
「
曩
、
塵
、
佇
、
淹
、
留
、
久
也
（
曩
、
塵
、
佇
、

淹
、
留
は
久
な
り
）」
と
あ
る
。「
久
如
」
の
「
如
」
は
「
然
」
と
同
じ

働
き
の
語
（
語
尾
助
詞
）
と
す
れ
ば
、「
久
し
い
貌
﹇
久
し
く
〜
、
待

ち
望
ん
で
〜
﹈」
と
い
っ
た
意
味
と
な
ろ
う
。

○
箋
君
子
斥
時
在
位
者

○
正
義
曰
、
鳧
鷖
與
此
序
皆
云
太
平
之
君
子
。
彼
注
云
、
君
子
謂
成
王
（
校
１
）、

與
此
不
同
者
、
以
彼
序
云
、
能
持
盈
守
成
則
神
祇
祖
考
安
樂
之
矣
。
經
陳
祭
天
地

宗
廟
、
是
太
平
之
君
子
爲
百
神
之
主
、
非
王
不
然
、
故
知
君
子
謂
成
王
。
此
序
云
、

「
樂
與
賢
者
共
之
」、
言
與
言
共
是
等
夷
之
稱
、
非
人
君
之
辭
、
故
知
斥
在
位
者
也
。

且
人
君
求
賢
至
誠
不
足
以
爲
美
矣
。
人
臣
事
君
、
多
在
專
利
、
以
文
仲
之
賢
、
尚

稱
竊
位
、
知
賢
不
妬
、
自
古
所
稀
。
假
有
擧
薦
、
或
事
不
獲
已
。
至
誠
者
寡
。
今

太
平
君
子
、
至
誠
樂
賢
、
故
所
以
爲
美
耳
。
下
章
箋
曰
、
君
子
下
其
臣
、
故
賢
者

歸
往
之
、
似
斥
成
王
者
。
此
言
君
子
博
關
朝
廷
公
卿
、『
孝
經
』
唯
士
言
爭
友
大

夫
以
上
、
則
有
爭
臣
。
是
公
卿
之
於
下
民
有
臣
之
道
、
且
人
之
進
賢
、
唯
善
所
在
。

公
叔
文
子
升
家
臣
於
公
（
校
２
）、
所
樂
之
賢
、
或
是
已
之
私
屬
、
故
箋
言
臣
以

通
之
。
王
肅
・
孫
毓
亦
以
爲
在
位
朝
廷
之
求
賢
、
則
毛
亦
不
斥
成
王
、
明
矣
。

校
正

　
（
１
）　

  

彼
注
云
、
君
子
謂
成
王　

單
疏
本
・
足
利
本
・
元
刊
本
・
閩
本
・
監
本
・

毛
本
・
阮
本
・
殿
本
・
全
書
本
、
皆
同
じ
。
異
本
な
し
。
阮
元
「
挍
勘

記
」
に
「
案
浦
鏜
云
、
斥
誤
謂
、
是
也
。
正
義
下
云
、
則
毛
亦
不
斥
成

王
、明
矣
。
是
本
引
此
作
斥
也
。」
と
云
う
。
こ
の
正
義
の
下
の
所
「
則

毛
亦
不
斥
成
王
、
明
矣
」
と
あ
っ
て
、
本も
と

は
こ
れ
を
引
い
て
「
斥
」
に

作
っ
て
い
た
、
と
い
う
。
し
か
し
、「
鳧
鷖
」
の
鄭
注
に
「
君
子
斥
成
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（
　
　
）
八

王
也
」（
相
臺
岳
氏
本
『
毛
詩
鄭
箋
』）
と
あ
る
の
に
依
る
、
と
い
う
べ

き
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
は
、
各
本
同
じ
で
あ
る
の
で
、
強
い
て
変
え
る
こ

と
は
し
な
い
。

　
（
２
）　

  
升
家
臣
於
公　

單
疏
本
・
閩
本
・
監
本
・
毛
本
・
殿
本
・
全
書
本
・『
要

義
』（
徽
州
本
・
光
緒
本
）、「
升
家
臣
於
公
」
に
作
る
。
足
利
本
・
元

刊
本
・
阮
本
、「
升
家
臣
以
公
」
に
作
る
。
阮
元
「
挍
勘
記
」
に
「
閩

本
明
監
本
毛
本
以
作
於
。
案
所
改
、
非
也
。
正
義
所
引
自
如
此
。」
と

い
う
。
單
疏
本
・『
要
義
』
に
既
に
「
於
」
に
作
っ
て
お
り
、「
升
家
臣

於
公
」
と
す
る
。

                               

○
鄭
箋
の
君
子
斥
時
在
位
者
に
つ
い
て

○
正
義
：「
鳧ふ
え
い鷖
」（
大
雅
「
生
民
の
什
」）
の
序
と
こ
の
序
は
、
共
に
「
太
平
の

君
子
」
と
云
っ
て
い
る
。
彼
処
の
鄭
注
で
は
、
そ
の
君
子
と
は
成
王
の
こ
と
を
謂

う
と
あ
っ
て
、
こ
こ
の
序
と
は
異
な
っ
て
い
る
。「
鳧
鷖
」
の
序
で
は
、「
能
持
盈

守
成
、
則
神
祇
祖
考
、
安
樂
之
矣
（﹇
太
平
之
君
子
﹈
能
く
盈
を
持
し
、
成
を
守

れ
ば
、
則
ち
神
祇
祖
考
、
之
に
安
樂
す
）」（
注
１
）
と
あ
り
、
詩
の
本
文
で
は
天

地
・
宗
廟
を
祭
る
こ
と
を
陳
べ
て
お
り
、
こ
の
太
平
の
君
子
は
百
神
の
主
で
あ
る

の
で
、
王
で
な
け
れ
ば
そ
の
役
割
は
果
た
せ
な
い
。
だ
か
ら
、
君
子
と
は
成
王
で

あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
序
で
は「
樂
與
賢
者
共
之（
賢
者
と
之
を
共
に
す
る
を
楽
し
む
）」と
あ
り
、

「
與
」
と
言
い
、「
共
に
す
る
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
等
夷
﹇
同
列
﹈
の
物
の
言

い
方
で
あ
っ
て
、
人
君
の
こ
と
を
い
う
言
葉
づ
か
い
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ

こ
は
在
位
の
者
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
も
人
君
が
賢
者
を
求
め
る

こ
と
至
誠
で
あ
る
の
は
、
格
別
美
と
な
す
に
は
当
た
ら
な
い
。
臣
下
が
君
主
に
事

え
る
の
は
、
そ
の
多
く
は
利
益
を
専
ら
に
す
る
こ
と
に
あ
り
、
賢
者
の
臧
文
仲
で

す
ら
な
お
「
位
を
竊ぬ
す

む
﹇
高
い
位
に
つ
き
な
が
ら
そ
の
職
責
を
十
分
に
果
た
さ
な

い
﹈」
と
言
わ
れ
た
り
し
て
お
り
（
注
２
）、
賢
者
が
妬
ま
れ
な
い
と
い
う
の
は
、

古
よ
り
稀
な
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
假
に
推
挙
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

或
い
は
職
分
上
、
已
む
を
得
ず
推
挙
し
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
真
心
か
ら
推
挙
す

る
場
合
は
少
な
い
。
今
、
太
平
の
君
子
が
至
誠
か
ら
賢
者
が
位
に
就
く
の
を
喜
ぶ

の
で
、
こ
れ
は
誉
め
称
え
る
に
値
す
る
の
で
あ
る
。

　

下
の
章
の
鄭
箋
で
「
君
子
下
其
臣
、
故
賢
者
歸
往
之
（
君
子
、
其
の
臣
に
下
る
、

故
に
賢
者
、
之
に
歸
往
す
）」
と
い
っ
て
お
り
、
こ
の
君
子
と
は
成
王
を
指
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
君
子
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
博
く
朝
廷
の
公

卿
た
ち
の
こ
と
に
関
し
て
い
っ
て
い
る
。『
孝
經
』
に
よ
れ
ば
、
唯
だ
士
の
み
に

つ
い
て
爭そ
う
ゆ
う友
﹇
諫
爭
の
友
﹈
と
言
い
、大
夫
以
上
に
は
爭そ
う
し
ん臣
﹇
諫
爭
の
臣
﹈
有
り
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
（
注
３
）。
こ
れ
は
公
卿
と
下
民
と
の
関
係
で
は
、
そ
の
間

に
は
臣
と
し
て
の
道
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
且
つ
人
が
賢
者
を
薦
め
る

の
は
、
た
だ
善
で
あ
る
か
ど
う
か
を
基
準
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
公
叔
文
子
は
家

臣
を
（
衛
の
）
朝
廷
（
の
大
夫
）
に
昇
進
さ
せ
た
の
は
、
楽
し
む
﹇
期
待
す
る
﹈

所
の
賢
者
で
あ
っ
た
（
注
４
）。
或
い
は
こ
れ
は
自
分
の
家
臣
で
あ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
鄭
箋
で
、
臣
﹇
時
の
在
位
の
者
﹈
と
言
っ
て
、

こ
れ
ら
の
例
と
意
味
が
通
じ
合
う
よ
う
に
し
た
の
で
あ
る
。
王
肅
・
孫
毓
も
、
朝

廷
に
在
位
し
て
い
る
も
の
が
、賢
者
を
求
め
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、

毛
公
も
ま
た
こ
こ
で
の
太
平
の
君
子
は
成
王
の
こ
と
を
指
し
て
は
い
な
い
と
し
て

い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
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（
　
　
）
九

注
　
（
１
）　

  

能
持
盈
守
成
、
則
神
祇
祖
考
、
安
樂
之
矣　

正
義
は
「
致
太
平
之
君
子

成
王
、
能
執
持
其
盈
滿
、
守
掌
其
成
功
、
則
神
祇
祖
考
皆
安
寧
而
愛
樂

之
矣
」
と
パ
ラ
フ
レ
イ
ズ
し
て
い
る
。

　
（
２
）　

  

賢
者
の
臧
文
仲
〜　
『
論
語
』「
衛
靈
公
」
に
「
子
曰
、
臧
文
仲
其
竊
位

者
與
。
知
柳
下
惠
之
賢
、
而
不
與
立
也
」
と
あ
る
。

　
（
３
）　

  『
孝
經
』
に
よ
れ
ば
〜　
『
孝
經
』「
諫
諍
」
に
「
子
曰
、
…
…
昔
者
天

子
有
爭
臣
七
人
、
雖
無
道
不
失
其
天
下
、
諸
侯
有
爭
臣
五
人
、
雖
無
道

失
其
國
、
大
夫
有
爭
臣
三
人
、
雖
無
道
不
失
其
家
、
士
有
爭
友
則
身
不

離
於
令
名
、
…
…
」
と
あ
る
。

　
（
４
）　

  

公
叔
文
子
〜　
『
論
語
』「
憲
問
」
に
「
公
叔
文
子
之
臣
、
大
夫
僎
與
文

子
同
升
諸
公
。
子
聞
之
曰
、
可
以
爲
文
矣
（
公
叔
文
子
の
臣
、
大
夫

僎せ
ん

、
文
子
と
同
に
公
に
升
る
。
子
、
之
を
聞
き
て
曰
く
、
以
て
文
と
爲

す
可
き
か
な
、
と
）」
と
あ
る
。
衛
の
大
夫
、
公
叔
文
子
が
自
分
の
家

臣
で
あ
る
僎
を
推
薦
し
て
、
自
分
と
同
じ
衛
の
大
夫
と
し
た
こ
と
を
い

う
。

南
有
嘉
魚　
南
に
嘉
魚
有
り　
　

南
方
に
は
た
く
さ
ん
魚
が
い
る

烝
然
汕
汕　
烝
じ
よ
う  

然ぜ
ん

と
し
て
汕さ
ん
さ
ん汕　
﹇
汕あ
み

を
か
け
汕
を
か
け
﹈  

待
ち
に
待
っ
た
よ

う
に
網
を
か
け
る

　

毛
傳
：
汕
汕
、
樔
也
。

　

箋
云
：
樔
者
今
之
撩
罟
也
。

　

毛
傳
：
汕さ
ん
さ
ん汕
は
樔そ
う

﹇
魚
を
捕
る
網
﹈（
注
１
）
で
あ
る
。

　

鄭
箋
：
樔そ
う

と
は
今
の
撩
り
よ
う

罟こ

（
注
２
）
で
あ
る
。

注
　
（
１
）　

樔そ
う　
『
經
典
釋
文
』
に
「
側
交
反
、
字
或
作

、
同
」
と
あ
る
。
音
、

ソ
ウ
。

　
（
２
）　

撩り
よ
う罟こ　

『
爾
雅
』「
釋
器
」
に
「

謂
之
汕
」
と
あ
り
、
そ
の
郭か
く
は
く璞

注
に

「
今
之
撩
罟
」
と
あ
る
。
魚
取
り
網
、
す
く
い
あ
み
。

□疏
　
傳
汕
汕
樔

○
正
義
曰
、釋
器
云
、樔
謂
之
汕
。
李
巡
曰
、「
汕
以
薄
魚
也
。」（
校
１
）
孫
炎
曰
、

「
今
之
撩
罟
。」
皆
以
今
曉
古
。

校
正

　
（
１
）　

  

李
巡
曰
汕
以
薄
魚
也　

足
利
本
・
元
刊
本
・
阮
本
、「
李
巡
曰
汕
以
薄

魚
也0

」
に
作
る
。
單
疏
本
、「
李
巡
曰
汕
以
簿0

汕
魚
也0

」
に
作
る
。
閩
本
・

監
本
・
毛
本
・
殿
本
・
全
書
本
、「
李
巡
曰
汕
以
薄
汕
魚
」
に
作
る
。

阮
元
「
挍
勘
記
」
に
「
閩
本
・
明
監
本
・
毛
本
、〈
魚
也
〉
作
〈
汕
魚
〉。

案
『
爾
雅
』
疏
引
作
『
汕
以
薄0

汕
魚
也
』。
此
當
〈
汕
〉・〈
也
〉
並
有
、

各
脱
其
一
。」
と
い
う
。

　
　
　
　

  

先
ず
「
簿
」
と
「
薄
」
に
つ
い
て
、
竹
冠
・
草
冠
の
ど
ち
ら
に
作
る
の

も
正
し
い
。
混
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
魚
と
り
網
。
因
み
に
挍
勘
記

所
引
の
爾
雅
疏
も
阮
元
本
で
は
簿
に
作
っ
て
い
る
（『
毛
詩
注
疏　

小

雅　

訳
注
（
二
）』「
魚
麗
」
篇
「
校
正
」
及
び
「
曲
簿
」
注
参
照
）。

　
　
　
　

  
單
疏
本
に
「
李
巡
曰
汕
以
簿0

汕
魚
也0

（
李
巡
曰
く
、
汕
は
簿
を
以
て
魚

を
汕
す
る
な
り
）」
に
作
る
の
が
妥
當
で
あ
ろ
う
（
汕
を
説
く
の
に
汕
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（
　
　
）

一
〇

を
用
い
る
の
に
違
和
感
が
あ
る
が
）。「
李
巡
曰
汕
以
薄
魚
也0

」
に
作
っ

て
い
る
の
は
、「
李
巡
曰
く
、
汕
と
は
以
っ
て
魚
に
薄せ
ま

る
も
の
な
り
」

と
読
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。

□疏　
毛
傳
の
「
汕
汕
、
樔
」
に
つ
い
て

○
正
義
：『
爾
雅
』「
釋
器
」
に
云
う
、「
樔そ
う

と
は
汕さ
ん

の
こ
と
」。
李
巡
は
「
汕
と
は

薄
﹇
魚
を
捕
る
籠
﹈
で
魚
を
と
る
も
の
」
と
云
う
（
注
１
）。
孫
炎
は
「
今
の
撩
り
よ
う

罟こ

」
と
言
っ
て
い
る
。
李
巡
・
孫
炎
と
も
、
そ
の
時
代
の
物
で
古
の
こ
と
を
明
ら

か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
（
注
２
）。

注
　
（
１
）　

  『
經
典
釋
文
』
で
は
、「
汕
汕
、
所
諫
反
、
樔
也
。」
と
す
る
一
方
、「『
説

文
』
云
魚
游
水
貌
」
と
『
説
文
』
を
引
い
て
、
汕
汕
と
は
「
魚
游
水
貌

（
魚
が
河
を
泳
い
で
い
る
貌
）」
と
す
る
。
後
者
の
説
で
は
「
烝
然
汕
汕
」

は
「
た
く
さ
ん
た
く
さ
ん
、
魚
が
河
を
泳
い
で
い
る
」
と
い
っ
た
意
味

と
な
ろ
う
。

　
（
２
）　

  

そ
の
時
代
の
物
で
〜　
「
以
今
曉
古
」、『
爾
雅
』
疏
に
云
う
「
以
時
驗

而
言
也
」
と
ほ
ぼ
同
じ
。

君
子
有
酒　
君
子
に
酒
有
り   

君
子
に
は
た
く
さ
ん
の
酒
が
あ
る

嘉
賓
式
燕
以
衎
　
嘉  

賓
は
式
っ
て
燕
し
以
て
衎た
の

し
ま
し
む   

嘉
賓
に
は
こ
の
酒

を
ふ
る
ま
っ
て
も
て
な
し
、
大
い
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
こ

う

　

毛
傳
：
衎
、
樂
也
。

　

毛
傳
：
衎か
ん

と
は
楽
し
ま
せ
る
こ
と
。

南
有
樛
木　

  

南
に
樛
き
ゆ
う
木ぼ
く
有
り  

南
方
に
樛
き
ゆ
う
然ぜ
ん
と
枝
を
垂
ら
し
て
い
る
木
が
あ
る

甘
瓠
纍
之　
甘か
ん

瓠こ

、
之
に
纍か
ら

む　

 

甘か
ん

瓠こ

が
之
に
纍か
ら

み
つ
い
て
い
く

　

毛
傳
：
興
也
。
纍
、
蔓
也
。

　

箋
云
、
君
子
下
其
臣
、
故
賢
者
歸
往
之
。

　

毛
傳
：
興
で
あ
る
。
纍る
い

は
蔓つ
る

の
こ
と
。

　

鄭
箋
：  

君
子
が
そ
の
臣
下
に
へ
り
く
だ
る
の
で
、
賢
者
が
そ
の
君
子
の
も
と
に

向
か
っ
て
身
を
寄
せ
て
い
く
﹇
心
を
寄
せ
て
趣
く
﹈。

君
子
有
酒　
君
子
に
酒
有
り  

君
子
の
下
に
は
た
く
さ
ん
の
酒
が
あ
る

嘉
賓
式
燕
綏
之　
嘉  

賓
は
こ
れ
を
式も

っ
て
燕
し
之
を
綏や
す

ん
ず  

賓
客
に
は
こ
の

酒
を
ふ
る
ま
っ
て
も
て
な
し
、
安
ら
い
で
い
た
だ
く

　

箋
云
、
綏
、
安
也
。
與
嘉
賓
燕
飲
而
安
之
。
鄕
飲
酒
曰
、
賓
以
我
安
。

　

鄭
箋
：
綏
と
は
安
ん
ず
る
こ
と
。
嘉
賓
と
酒
食
を
共
に
し
て
、
こ
れ
を
も
て
な

し
安
ら
い
で
も
ら
う
。（『
儀
禮
』）「
鄕
飲
酒
禮
」
に
「
賓
、我
を
以
て
安
ん
ぜ
よ
」

と
あ
る
（
解
釈
等
、「
疏
」
参
照
）。

□疏
　
南
有
至
綏
之

○
正
義
曰
、
言
南
方
有
樛
然
下
垂
之
木
、
甘
瓠
之
草
、
得
上
而
纍
蔓
之
（
校
１
）、

以
興
在
位
有
下
下
之
君
子
、
故
在
野
賢
者
得
往
而
歸
就
之
。
言
君
子
之
下
下
猶
樛

木
之
下
垂
、
賢
者
所
以
往
矣
。
則
用
此
酒
燕
飲
而
安
之
。
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一
一

校
正

　
（
１
）　

  

得
上
而
纍
蔓
之　

單
疏
本
・
足
利
本
・
元
刊
本
・
閩
本
・
監
本
・
阮
本
・

殿
本
・
全
書
本
、
同
じ
。
毛
本
、「
得
上
面
纍
蔓
之
」
に
作
る
。「
挍
勘

記
」
に
「
毛
本
、
而
誤
面
」
と
い
う
。

□疏 「
南
有
」
よ
り
「
綏
之
」
に
至
る
ま
で

○
正
義
：「
南
方
に
樛き
ゆ
う
ぜ
ん然
と
し
て
枝
を
曲
が
り
垂
ら
し
て
い
る
木
が
あ
り
、
甘
瓠

の
草
が
こ
れ
に
上
っ
て
い
っ
て
絡か
ら

ま
り
つ
い
て
い
る
」
と
い
っ
て
、「
在
位
の
者

が
下
位
の
君
子
に
へ
り
く
だ
る
の
で
、
在
野
の
賢
者
が
そ
の
在
位
の
高
官
の
下
に

趣
き
、
身
を
寄
せ
る
」
と
い
う
こ
と
を
導
き
出
し
て
い
る
。
君
子
が
下
の
者
に
へ

り
く
だ
る
と
い
う
こ
と
は
、
樛
木
が
枝
を
下
に
垂
ら
す
こ
と
に
似
て
お
り
、（
君

子
が
そ
の
よ
う
な
態
度
を
取
る
の
で
）
賢
者
た
ち
が
そ
の
君
子
の
下
に
趣
く
の
で

あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
君
子
は
こ
の
酒
で
も
っ
て
燕
飲
し
、
賢
者
を
楽
し
ま
せ
る
。

○
箋
鄕
飲
酒
曰
、
賓
以
我
安

○
正
義
曰
、
案
「
鄕
飲
酒
」、
燕
飲
而
安
之
（
校
１
）、
無
「
以
我
安
」
之
文
。「
燕

禮
」「
司
正
洗
觶
、
南
面
、
奠
于
中
庭
、
升
、
東
楹
之
東
受
命
、
西
階
上
北
面
、

命
卿
大
夫
曰
、「
君
曰
、『
以
我
安
』。」
卿
大
夫
皆
對
曰
、『
諾
、
敢
不
安
。』」
則

此
文
在
「
燕
禮
」
矣
。
言
鄕
飲
酒
者
誤
也
。
定
本
亦
誤
。
以
南
陔
與
由
庚
之
箋
皆

鄕
飲
酒
燕
禮
連
言
之
。
故
學
者
加
鄕
飲
酒
於
上
、
後
人
知
其
不
合
兩
引
、
故
略
去

燕
禮
焉
。
今
本
猶
有
言
燕
禮
者
。

校
正

　
（
１
）　

  

案
「
鄕
飲
酒
」、
燕
飲
而
安
之　

單
疏
本
・
足
利
本
・
元
刊
本
・
閩
本
・

監
本
・
毛
本
・
阮
本
・
殿
本
・
全
書
本
、『
毛
詩
要
義
』（
徽
州
本
・
光

緒
本
、「
南
有
嘉
魚
」
□三
）
同
じ
。
阮
元
「
挍
勘
記
」
に
「
案
浦
鏜
云
、

『
下
五
字
當
衍
文
』、
是
也
。
此
寫
者
渉
上
文
而
誤
」
と
あ
る
。
妥
当
な

見
解
で
あ
ろ
う
。
訳
文
は
こ
の
五
字
を
残
し
た
ま
ま
と
し
た
。

○
鄭
箋
の
「
鄕
飲
酒
曰
、
賓
以
我
安
」
に
つ
い
て

○
正
義 

： 「
鄕
飲
酒
」礼
に
は
燕
飲
し
て
之﹇
賓
客
﹈を
安
ん
ず
る
際
の
部
分
に「
以

我
安
」
の
文
章
は
な
い
。「
燕
禮
」
に
は
「
司
正
洗
觶
、
南
面
、
奠
于
中
庭
、
升
、

東
楹
之
東
受
命
、
西
階
上
北
面
命
卿
大
夫
曰
、
君
曰
、
以
我
安
。
卿
大
夫
、
皆
對

曰
、『
諾
、
敢
不
安
。』（
司
正
﹇
賓
主
の
礼
を
正
す
者
﹈ 

觶し

を
洗
ひ
、
南
面
し
て

中
庭
に
奠て
ん

し
、
升
り
て
、
東
楹
の
東
に
命
を
受
け
、
西
階
上
に
て
北
面
し
、
卿
・

大
夫
に
命
じ
て
曰
く
、君
曰
く
、我
を
以
て
安
ん
ぜ
よ
、と
。
皆
対
へ
て
曰
く
、諾
。

敢
へ
て
安
ん
ぜ
ざ
ら
ん
や
、
と
。：「
司
正
が
角
觶
を
洗
い
庭
の
中
央
に
来
て
、
南

に
向
か
っ
て
坐
し
、
觶
を
地
上
に
置
き
、
西
の
階
段
よ
り
升
り
、
東
楹
の
東
に
お

い
て
君
命
を
受
け
、
そ
の
後
西
の
階
段
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
北
に
向
か
っ
て
卿
・

大
夫
に
対
し
て
君
の
命
令
を
発
布
し
て
言
う
、「
君
主
は
言
わ
れ
ま
し
た
、『
ど
う

ぞ
皆
様
に
は
ご
ゆ
っ
く
り
と
お
く
つ
ろ
ぎ
く
だ
さ
い
』
と
の
こ
と
で
す
）」。
卿
・

大
夫
は
皆
そ
れ
に
答
え
て
『
分
か
り
ま
し
た
。
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
が
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
』
と
い
う
。」
と
あ
る
（
注
１
）。
つ
ま
り
、
こ
の
文
章
は
「
燕
禮
」
に
在

る
も
の
で
あ
っ
て
、「
鄕
飲
酒
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
定
本
も
誤
っ

て
い
る
。「
南
陔
」
と
「
由
庚
」
の
鄭
箋
そ
の
ど
ち
ら
も
「
鄕
飲
酒
」「
燕
禮
」
と

連
言
し
て
い
る
の
で
、学
者
が
（
こ
こ
も
本
来
の
「
燕
禮
」
の
）
上
に
「
鄕
飲
酒
」

の
語
を
加
え
た
も
の
で
、
後
の
人
々
は
、
両
方
と
も
は
引
く
べ
き
で
な
い
と
考
え
、

「
燕
禮
」
と
い
う
語
を
省
略
し
た
の
で
あ
る
。
今
の
テ
キ
ス
ト
に
は
な
お
「
燕
禮
」
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（
　
　
）

一
二

の
語
を
残
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

注
　
（
１
）　

  「
燕
禮
」  

『
儀
禮
』「
燕
禮
」
に
、
ほ
ぼ
同
文
「
司
正
洗
角0

觶
、
南
面
坐0

奠
于
中
庭
、
升
、
東
楹
之
東
受
命
、
西
階
上
北
面
、
命
卿
大
夫
曰
、『
君

曰
、「
以
我
安
卿
大
夫
。」』
皆
對
曰
、『
諾
、
敢
不
安
。』」
と
あ
る
（
傍

点
部
分
の
み
異
な
る
）。

翩
翩
者
  　
翩へ
ん

翩ぺ
ん

た
る
は
鵻す
い　

ひ
ら
ひ
ら
と
飛
ぶ
の
は
鵻
の
鳥

烝
然
來
思　
烝  

然
と
し
て
來
思
す　

久
し
く
專
一
な
志
を
持
ち
続
け
、（
在
位

の
君
主
も
ま
た
）
久
賢
者
の
来
る
の
を
待
ち
望
ん
で
い
た

　

傳
：
鵻
、
壹
宿
之
鳥
。

　

箋
云
、
壹
宿
者
、
壹
意
於
其
所
宿
之
木
也
。
喩
賢
者
有
專
壹
之
意
於
我
。
我
將

久
如
而
來
遲
之
也
。

　

毛
傳
：
鵻
と
は
壹
宿
の
鳥
。

　

鄭
箋
：
壹
宿
と
は
宿
っ
て
い
る
木
に
あ
く
ま
で
も
棲
み
つ
づ
け
る
の
意
味
。
賢

者
が
私
に
対
し
て
専
一
の
心
を
持
ち
続
け
て
い
る
こ
と
を
喩
え
て
い
る
。
私
も
久

如
と
し
て
こ
こ
ろ
か
ら
こ
の
賢
者
を
待
ち
望
む
。

君
子
有
酒　
君
子
に
酒
有
り　

在
位
の
君
子
の
家
に
は
た
く
さ
ん
酒
が
あ
る

嘉
賓
式
燕
又
思　
嘉  

賓
は
式
っ
て
燕
し
又
た
思
ふ  

こ
の
野
に
在
っ
た
賢
者
た

ち
は
よ
い
お
客
様
で
あ
り
、
彼
ら
が
来
て
く
れ
た
の
で
、

こ
の
酒
を
振
る
舞
っ
て
、
宴
飲
し
手
厚
く
も
て
な
そ
う

　

箋
云
、
又
復
也
。
以
其
壹
意
、
欲
復
與
燕
、
加
厚
之
。

　

鄭
箋 

： 

又
は
復
た
﹇
さ
ら
に
〜
す
る
﹈
の
意
。
賢
者
の
心
が
専
一
で
あ
る
の
で
、

私
も
彼
ら
と
再
び
燕
飲
し
、
手
厚
く
も
て
な
す
。

□疏　
翩
翩
至
又
思

正
義
曰
、
上
章
云
、
君
子
思
遲
賢
人
、
此
章
言
賢
者
願
往
。
翩
翩
而
飛
者
、
是
鵻

鳥
也
。
此
鳥
由
壹
意
於
其
所
宿
之
木
、
故
久
如
欲
來
、
所
以
翩
翩
而
飛
來
集
於
木

也
。
以
喩
在
野
之
賢
者
有
專
壹
之
意
、
我
君
子
（
校
１
）
亦
久
如
願
來
、
今
來
在

於
我
君
子
之
朝
、
言
君
子
求
之
至
、
故
賢
者
意
能
專
壹
也
。
在
位
君
子
之
家
有
酒

矣
。
此
在
野
賢
者
嘉
善
之
賓
、
既
來
用
此
酒
與
之
燕
又
燕
也
。
思
皆
爲
辭
。
燕
又

燕
、
頻
與
之
燕
、
言
親
之
甚
也
。

校
正

　
（
１
）　

  

有
專
壹
之
意
、
我
君
子　

阮
元
「
挍
勘
記
」
に
「
案
我
上
當
有
於
字
」

と
い
う
。
單
疏
本
・
足
利
本
・
元
刊
本
・
監
本
・
閩
本
・
毛
本
・
殿
本
・

全
書
本
・
阮
本
、
す
べ
て
「
有
專
壹
之
意
我
君
子
」
に
作
る
。
補
わ
ず
、

各
本
の
ま
ま
と
し
た
。

□疏　
の
翩
翩
よ
り
又
思
ま
で

正
義
：
上
の
章
句
で
は
君
子
が
賢
人
を
思
い
待
ち
わ
び
る
こ
と
を
云
っ
て
お
り
、

こ
の
章
句
で
は
賢
者
が
（
君
子
の
と
こ
ろ
へ
）
往
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
こ
と
を

言
っ
て
い
る
。
翩
翩
と
飛
ん
で
い
る
の
は
、
鵻
の
鳥
。
こ
の
鳥
は
自
ら
宿
っ
て
い

る
木
に
ひ
た
す
ら
宿
り
続
け
る
の
で
、
久
如
と
し
て
待
ち
望
む
よ
う
に
や
っ
て
こ

よ
う
と
し
て
い
た
。
か
く
て
、翩
翩
と
し
て
こ
の
木
に
飛
来
し
て
集
ま
っ
て
く
る
。

こ
れ
は
、
在
野
の
賢
者
が
専
一
の
心
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
我
が
君
子
も
ま
た
久

如
と
し
て
心
か
ら
彼
ら
の
来
る
の
を
待
ち
望
ん
で
い
る
。
今
や
賢
者
は
我
が
君
子
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の
屬
す
る
朝
廷
に
在
任
し
て
い
る
、
こ
れ
は
君
子
が
彼
ら
を
真
心
を
持
っ
て
求
め

た
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
賢
者
た
ち
も
心
を
専
一
に
し
て
（
仕
え
る
こ
と
が
）

で
き
る
こ
と
を
喩
え
て
い
る
。
在
位
の
君
子
の
家
に
は
た
く
さ
ん
酒
が
あ
る
。
こ

の
野
に
在
っ
た
賢
者
た
ち
は
よ
い
お
客
様
で
あ
り
、
彼
ら
が
来
て
く
れ
た
の
で
、

こ
の
酒
を
振
る
舞
っ
て
、
彼
ら
と
宴
飲
し
ま
た
宴
飲
し
よ
う
。「
思
」
と
い
う
の

は
助
辞
。「
燕
又
燕
」
と
は
、
し
き
り
に
彼
ら
と
飲
み
交
わ
す
こ
と
、
大
変
親
し

む
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
（
注
１
）。

注
　
（
１
）　

  「
燕
又
燕
」
と
は
〜　

こ
の
「
燕
又
燕
」
以
下
の
文
章
は
、
疏
に
さ
ら

に
注
を
施
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

○
箋
云
、
壹
宿
至
遲
之

○
正
義
曰
、
毛
言
壹
宿
義
微
、
故
申
之
云
、「
壹
宿
者
、
壹
意
（
校
１
）
於
其
所

宿
之
木
也
。」
夫
擇
木
（
校
２
）
之
鳥

謹
、
故
將
宿
於
木
、
專
壹
其
心
、
故
特

以
鵻
鳥
爲
喩
。
以
鳥
之
擇
木
、喩
賢
者
有
專
壹
之
意
於
我
。
此
我
謂
君
子
也
。「
將

久
如
而
來
、
遲
之
」
者
、
賢
者
遲
君
子
、
物
類
相
感
、
所
以
相
思
遲
之
也
。『
定
本
』

「
式
燕
又
思
」
下
有
「
箋
云
又
復
」
也
。
以
其
壹
意
欲
復
與
燕
、
加
厚
之
也
。
俗

本
多
無
此
語
。

校
正

　
（
１
）　

  

壹
意　

足
利
本
・
元
刊
本
・
阮
本
、「
一
意
」
に
作
る
。
單
疏
本
・
閩
本
・

監
本
・
毛
本
・
殿
本
・
全
書
本
、「
壹
意
」
に
作
る
。

　
（
２
）　

  

擇
木　

足
利
本
・
元
刊
本
・
閩
本
・
監
本
・
毛
本
・
阮
本
、「
擇
木
」

に
作
る
。
單
疏
本
・
殿
本
・
全
書
本
、「
不
」
に
作
る
。「
夫
不
」
は
鵻

の
別
名
。
一
般
的
に
「
木
を
擇
ぶ
鳥
が

謹
」、
と
い
う
の
は
無
理
が

あ
る
の
で
、「
夫
不
の
鳥
は

謹
」
と
あ
る
方
が
、「
夫
れ
木
を
擇
ぶ
の

鳥
は

謹
」
と
あ
る
よ
り
勝
る
。「
挍
勘
記
」
に
「
案
此
當
作
鵻
夫
不

之
鳥

謹
。
用
四
牡
傳
箋
之
文
也
」
と
あ
る
。「
四
牡
」
の
毛
傳
に
「
鵻

夫
不
也
」
と
あ
り
、
鄭
箋
に
「
夫
不
鳥
之

謹
者
、
人
皆
愛
之
」
と
あ

る
。

○
箋
云
、
壹
宿
か
ら
遲
之
ま
で

○
正
義
：
毛
傳
で
は
壹
宿
の
意
味
が
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
、
鄭
箋
で
は
こ
れ
を

敷
衍
し
て
「
壹
宿
者
、
壹
意
於
其
所
宿
之
木
也
壹
宿
者
（
壹
宿
と
は
其
の
宿
る
所

の
木
に
壹
意
な
る
な
り
）」
と
云
っ
て
い
る
。
夫
不
鳥
﹇
鵻
﹈
は
質
実
で
謹
し
み

深
い
の
で
、（
擇
ん
で
そ
の
）
木
に
宿
ろ
う
と
し
た
以
上
は
、
そ
の
心
を
專
一
に

し
て（
そ
の
木
に
宿
り
続
け
よ
う
と
す
る
）。
そ
れ
で
、特
に
鵻
鳥
を
喩
え
に
用
い
、

鳥
が
木
を
擇
ぶ
こ
と
で
も
っ
て
賢
者
が
ひ
た
す
ら
私
に
心
を
寄
せ
て
く
れ
て
い
る

こ
と
を
喩
え
て
い
る
。「
於
我
」
の
我
と
は
、
君
子
を
指
し
て
い
る
。
久
如
と
し

て
（
賢
者
の
来
る
の
を
）
待
ち
わ
び
る
と
は
、
賢
者
が
君
子
を
待
ち
望
め
ば
、
類

は
類
を
相
感
じ
合
い
、
互
い
に
待
ち
望
む
の
で
あ
る
。
定
本
で
は
「
式
燕
又
思
」

の
下
に
「
箋
云
又
復
也
」
と
あ
る
。
そ
の
こ
こ
ろ
が
壹
意
で
あ
る
の
で
（
宴
飲
し

た
上
で
）
ま
た
さ
ら
に
賢
者
た
ち
と
宴
飲
し
、
手
厚
さ
を
加
え
る
、
と
い
う
意
味

と
な
る
。
俗
本
で
は
多
く
こ
の
語
が
な
い
。

　
　

南
有
嘉
魚
四
章
章
四
句   「
南
有
嘉
魚
」
四
章
、
章
ご
と
に
四
句


